
B3運動負荷による脛骨への影響（第3報）

○上田秀朗、葛立宏、木村光孝

九歯大・小児歯

　目的：運動刺激の伝わる局所の骨に対する

影響は、その成長発育に関与することが認め

られている。そこで運動負荷により著しい変

化がみられる脛骨について例数を増加し検索

した。

　材料及び方法：生後4週齢のWistar系雄ラ

ットを用い、対照群（標準食非運動群）、1

回運動群、2回運動群、（la欠乏食群（非運動

群）、Ca欠乏食1回運動群、　Ca欠乏食2回運

動群について検索した。

　検索項目：1）体重　2）X線骨密度　3）X線

マイクロアナライザーによるda，　Pの分析　4｝

破砕強度　5）血液検査（血清中の電解質およ

び生化学検査）

　結果及び考察：1）体重に関しては（h欠乏状

態では運動量は負に働いていた。2｝骨密度に

関しては骨間縁皮質骨、内側縁皮質骨ともに

運動群では骨塩量の増加を認めた。3）Ca，　Pの

分析では運動群と非運動群では有意差が認め

られた。4）破砕強度では、標準食群では運動

群が高値を示した。5｝血液検査についてみる

と、da，　K，　Gpr，　LDH，　CPK，　neに変化がみられ、

とくにALPに関してはCa欠乏食群が高値を示

した。

B4CGを用いた乳歯歯牙の3次元
　　モデルの試作
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